
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

26,996,532平均値 51.4 52.4 59.8 61.8 66.3平均値 37.4 39.0 43.7 44.3 46.7

当該値 10.9 16.1 21.3 26.1 31.1

H28 H24 H25

当該値 26,633,845 26,723,628当該値 34.2 48.2 63.3 70.1 81.9

H26 H27 H28

　病床利用率は、昨年度より下回ったものの長期
的には上昇しており、施設の効率性は年々高まっ
ている。しかし、病床利用率の変動が大きいた
め、それを安定させることが課題となっている。
　今後は、ベースアップ等による給与費の増が懸
念されるが、病床利用率を向上させることで収支
均衡を図っていきたい。
　また、精神障がいにも対応した地域包括ケアシ
ステムの一翼を担うため、訪問看護ステーション
の設置やデイケアのさらなる充実を図る構想があ
る。目指す姿と採算とバランスを考えて計画を進
めたい。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

26,935,171 27,299,217 27,351,860

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 22,744,336 23,558,262 24,879,291 26,363,375

全体総括

平均値 10.7 9.9 9.0 8.4 8.1平均値 86.0 84.5 84.4 84.6 85.6

5.2当該値 68.1 66.0 64.9 69.0 74.1

平均値 18,124

当該値 14.8 14.9当該値 11,400 11,714 11,788 6,363 6,23427,183 26,821 13.7 5.3当該値 25,105

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,856 8,812 8,588 8,536 8,50220,395 20,681

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産は建築後年数が浅いため、当面は
施設維持に多額の費用がかかる見通しはない。適
切な管理を行い、施設の長寿命化を図るととも
に、将来の大規模修繕・増改築に備える必要があ
る。
　機械備品については、減価償却率が高くなって
おり、今後は機械備品の更新やメンテナンス等に
かかる費用が増えることが予想される。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

18,742 19,795

74.8 73.4

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

146.1 153.3 145.3 184.4 163.2 平均値69.6 69.6 69.1 69.8 69.4 平均値 74.2 73.6

25,632 27,653

78.3 77.4

平均値 99.8 100.0 101.3 101.1 101.2 平均値

1.6 該当数値なし 3.6 当該値 71.2 70.471.2 70.3 64.7 当該値 6.8 4.9

72.3

当該値 94.7 96.4 98.5 100.8 96.7 当該値 70.7 69.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　入院患者の減少及び入院単価の減少により収益
が減少した。費用は給与費が人勧の影響等により
前年を上回り、経常収支比率、医業収支比率とも
に前年度より悪化している。
　病床利用率、1人1日当たりの収益（入院）が平
均を上回り、職員給与費対医業収益比率及び材料
費対医業収益比率が平均を下回っているにも関わ
らず、医業収支比率が平均を下回っている。設備
投資（減価償却費）の比率が高いこと等が原因と
考えられる。1床当たりの有形固定資産は、平均
値を上回っていることから、他院よりも高い病床
利用率及び1人1日当たりの収益が必要となる。
　なお、外来患者1人1日当たりの収益が27年度か
ら下がったのは院外処方化によるものである。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性  当院は、24時間体制の精神科救急医療、アル
コール・薬物依存症、児童精神科など、多職種
チームによる高度な専門医療を提供し、他の医療
機関では治療困難な精神疾患を持つ患者を全県か
ら受入れている。認知症医療については、地域の
関係機関と連携し、近隣市町村で進める認知症ケ
アパスに参加している。
 また、県内の精神科医療水準の向上に寄与する
ため、精神科研修・研究センターを設置し、人材
育成や調査・研究に力を入れている。
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人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 1 - - - 129 - 129

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

経営比較分析表（平成28年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　こころの医療センター駒ヶ根

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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